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令和７年 

４月２２日発行 

亘理町立吉田中学校 

生 徒 数 ５ ７ 人 

〔 目 指 す 学 校 〕 

共 感 と 感 動 

挑 戦 と 創 造 

信 頼 と 協 働 

今年度の吉中スタッフです 
 令和７年度が始まって３週間が過ぎました。始業式や入学式を無事終え，意欲に満ち 

あふれた全校生徒５７名と教職員１８名による今年度の吉田中がスタートしています。 

各教科の授業が本格的に始まり，毎日にぎやかな様子が見られるようになってきました。 

今週末には新入生の所属部活動も決まり，各生徒の活動も一層活気にあふれてくるのが 

楽しみです。生徒は，学年はじめ特有の緊張感も落ち着き，今年度の生徒会活動の目玉 

の一つである「学級と生徒会活動が連動した新しい係活動」に毎日取り組み，より良い 

学校づくりに励んでいます。 

そんな生徒たちを，以下の吉田中教職員が一丸となって見守り，励ましながら指導・支援にあたっていき

たいと思います。学校目標の具現化を図るために，保護者の皆さま，地域の皆さまと連携しながら生徒たち

のためにさまざまな学習活動を行っていく予定です。ご理解とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

校 長 寺 西 裕 智   

教 頭 佐 藤   浩 ３年英語 TT  

主幹教諭(教務主任) 堀 江 俊 二 全学年数学 バレーボール部 

３年主任・3-1 担任 高 橋 亜矢子 全学年国語  

ききょう学級担任 藁 谷 海 帆 全学年家庭・特別支援 バスケットボール部 

3 年副担任 鈴 木   洋 全学年理科 野球部 

２年主任・2-1 担任 菅   綾 乃 全学年英語 卓球部 

２年副担任 川 崎 直 樹 全学年保体・特別支援 バスケットボール部 

１年主任 畠 中 秀 夫 全学年社会 卓球部 

１－１担任 萬   朝 香 全学年音楽・特別支援 吹奏楽部 

養護教諭 宍 戸 梨 紗  (育休中 5/1 より復帰) 

講 師 門 馬 育 子 全学年美術･技術 逢隈中と兼務 水木勤務 

講師(養護担当) 清 野 優 子  吉田小と兼務 4/30 まで 

事務担当 武 田 花 音   

業 務 員 佐々木 一 志   

特別教育支援員 加 藤 江美子  長瀞小と兼務 

学校図書支援員 加 藤 ふじ子 火・水勤務  

スクールカウンセラー 藤 田 宏 紀 火勤務  

ＡＬＴ マシュー・シャディンガー 金勤務  

＜お知らせとお願い＞ 

○５月１２日(月)～１４日(水)は弁当持参日です。ご準備をよろしくお願いいたします。（１・２年生） 

○部活動終了時刻は通年 16:30 で完全下校時刻が 16:45 です。ただし，延長願いを出した部で，保護者の

同意が得られた生徒は５／２まで17:00終了，17:15下校となります。５／７から５／２３までは17:30

終了，17:45 下校となります。 

○農業用水路の本格通水が４月２５日（金）より開始されます。悲惨な水の事故がないよう，ご家庭でも危

険性等についてお話しくださいますようお願いいたします。 



令和７年度第１学期始業式 校長式辞 
それぞれ進級をした吉田中学校２年生、３年生の皆さんおめでとうございます。今ここにいる３９名

の皆さんに加え、明日には更に１８名の新入生が加わります。そして、合計５７名の生徒諸君と１８名

の教職員の令和７年度吉田中学校の生活がスタートします。そのスタートにあたり、皆さんに今年度取

り組んでほしい課題を出します。 

現時点では、皆さんには無限の可能性があります。どんな道にも進むことができます。しかし、どの

道を選んで進むにしても、自らを磨き、鍛えていかなくては前に進むことができません。そこで、皆さ

んには自らを磨き、鍛えてほしいと思います。自分で磨き、鍛えていれば、将来の可能性は広がり続け

ます。どの道にも進むことができます。では、どうすれば磨き、鍛えることができるのか。 

昨年は「行動」すること。それを「継続」することを話しました。行動し継続することは、自らを奮

い立たせ、動かすことが必要となります。そして、それを続けていく持久力も必要です。どんなことに

も負けない強い心をつくることができます。そのことが、自らを鍛えることにつながります。これを続

けてください。 

そして、磨くためにはどうすればよいか。それは、「考える」ことです。 

考えるというのは勉強するということでもあります。人の気持ちを考えることやどう行動すべきかを

考えるというのもあります。その考える課題や問いに答えがないこともあります。答えがなくてもひた

すら考える。友達のことや自分のこと、将来のこと。学級のことや学校・地域のこと。考えることで心

が広く豊かになります。そのことが自分自身を磨くことになります。 

常に考えて、そして行動する。そのことが自らを磨き、鍛えることになります。そして可能性が広が

り続けることになります。ぜひ、今年はそれを継続してほしいと思います。 

できたかどうか、今年度終わりに答え合わせをしたいと思います。1年間頑張りましょう。 

＜４月後半～５月前半の行事予定＞ 

月 火 水 木 金 土 日 

 

 

２２日 

 

２３日 

 

２４日 

交通安全教室 

 

２５日 

部集会 

専門委員会 

２６日 

 

２７日 

 

２８日 

振替休業日 

(4/20 分) 

２９日  

昭和の日 

３０日 

 

 

１日 

1 年宿泊研修 

 

２日 

 

３日 

憲法記念日 

４日 

みどりの日 

５日 

こどもの日 

６日 

休日 

７日 

下校時避難訓練 

８日 

尿検査 

 

９日 

 

１０日 

 

１１日 

 

１２日 

３年修学旅行 

居住地確認 

１３日 

  

１４日 

２年血液検査 

１５日 

 

１６日 

係合同活動日 

耳鼻科検診 

１７日 

(長小運動会) 

１８日 

 

１９日 

 

２０日 

 

２１日 

 

２２日 

歯科検診 

２３日 

生徒総会 

２４日 

 

２５日 

 

※5/28(水)地区中総体壮行式 5/31(土)～6/1(日)仙台南地区中総体 


